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研究の⽬目的�
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⽬目的：Webページの⾒見見出しの階層構造の解析�

1.  検索索した時に関係ないページまで出てく
るのは問題である。 

 
2.  ページ内の⾒見見出しの階層構造を⽤用いるこ
とで検索索エンジンの性能は向上するらし
い。 

 
3.  Webページ中の繰り返し構造を抽出し、 
⾒見見出しの階層構造をうまく解析したい。 



関連研究�
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[4]：繰返し構造に基づいたWebページの構造化�

繰り返し構造を検出し、同じレベルの情報を 
セグメンテーションすることで、Webページを 
構造化する。 
 
レイアウトに関する情報は⽤用いていない。 



関連研究�
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[5]：Webページのテキストセグメント階層構造の抽出�

教師あり機械学習で親⼦子関係を決定する。 
特徴量量には 

 1. DOMのパス 
 2. インデント情報 
 3. ⾔言語情報 

を利利⽤用する。 
 
⽂文字に関する視覚的な情報は⽤用いていない。 



関連研究�
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[6]：Detecting Web Page Structure for Adaptive Viewing 
on Small Factor Divices.�

モバイル端末での最適な情報表⽰示のために、
DOM⽊木を⼿手がかりにページを分割する。 
 
DOM構造に依存するため、イレギュラーな構造
に対応できない。 



提案⼿手法�
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⼤大きく2つのステップに分かれる�

繰り返し構造の検出�

⾒見見出しの階層構造の解析�

本論論⽂文では、繰り返し構造の検出⼿手法の改善 
が主題。 



提案⼿手法�
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繰り返し構造の検出⽅方法�

前処理理�

ラベル列列へ変換�

繰り返し構造の探索索�



サンプル�
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前処理理�

1.  HTMLファイルを整形 

–  省省略略された終了了タグの補完 

–  開始タグ、終了了タグの対応関係を修正 

2. 表を記述するのに⽤用いられたtableタグに 

ラベルTを付与する（⾃自動判別）�

10�



サンプル�
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前処理理されたHTMLファイル�



ラベル列列への変換�

1.  HTMLファイルをパースし、タグ以外の 

テキストを⾏行行単位で区切切り、IDを振る 

–  ⾏行行単位とはHTMLタグで分割される単位のこと 

2.  同時に各⾏行行の属性情報を取得する 

3.  同じ属性を持つ⾏行行同⼠士で1つのグループを 

為すように全ての⾏行行をグループに分類する�
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ラベル列列への変換�

4. 全グループに重複しないように、 

ラベル（0,1,2,3…）を付与する 

–  セパレータと思われる要素には 

ラベルSn（n=0,1,2,3…）をつける�
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サンプル�

⾏行行 I D � 属 性 � ラ ベ ル �

0 � foo, bar � 0 �
1 � foo, bar, baz� 1 �

2 � foo, bar � 0 �
3 � baz� T�

4 � bar� S0 �
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・ ・ ・�



繰り返し構造の探索索�
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セパレータありの繰り返し構造 
を検出�

セパレータなしの繰り返し構造 
を検出�



セパレータありの場合�
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セパレータを1つの要素と考えると精度度が落落ちる 
ので、先に処理理しておく。�

1.  セパレータの前後のブロックを⽐比較 

2.  条件が⼀一致したら、前後のブロックは 
同じ繰り返し構造の要素 

–  条件：リンクかどうか、⾊色、背景⾊色の3つ 

3.  ラベルNx（x=0,1,2,3…）を付与する�



セパレータなしの場合�
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基本処理理�



セパレータなしの場合�
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基本処理理�



セパレータなしの場合�
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処理理1〜～9 �

初期状態：(1, 2, 3, 1, 2, 3, 1, 2, 4, 3) �

1に着⽬目：(1, 2, 3, 1, 2, 3, 1, 2, 4, 3) �

2に着⽬目：(1, 2, 3, 1, 2, 3, 1, 2, 4, 3) �

ブロック候補群Rに追加�

・ ・ ・�



繰り返し構造プールへの保存�
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ID � 先頭要素のID � 末尾要素のID � 基礎単位�

0 3 � 9 � 1,2,3�

1 � 0 � 5 � 1,2,3�

2 � ? � ? � ??? �



評価⽅方法�

l  評価⽤用テストセット 
–  200ページを対象 

– 被験者3名に⾒見見出しとその⽀支配範囲を抽出し、 
判断が⼀一致した166ページをテストセットとする 

– この166ページに対し、⼈人⼿手で⾒見見出し、⽀支配範囲、 
繰り返し構造に関する情報を付与する 

– クローズドテストセット49ページ 
オープンテストセット117ページに分ける 

21�



繰り返し構造の検出精度度�
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先⾏行行研究より精度度が23%あがった。�



⾒見見出しの抽出精度度�
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先⾏行行研究より精度度が14%あがった。�



⾒見見出しの階層構造の検出精度度�
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先⾏行行研究より精度度が6%あがった。�



考察�

l 階層構造をうまく判定できない場合、 
多くは⾒見見出しの抽出の段階での誤りが原因 
であった。 

l よって、⾒見見出しの抽出能⼒力力を向上させる 
ことが精度度の向上につながるのではないか。 
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まとめ�

l Webページの繰り返し構造の検出⽅方法を 
改善、精度度を向上させた。 

l ⾒見見出し階層構造の解析においても、 
先⾏行行研究より良良い結果が得られた。 
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FIN. �
ご静聴ありがとうございました�
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SAMPLE SLIDE �

l 発表⽤用に調整されたシンプルデザイン 
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1 � フォント�
和⽂文フォントをメイリオ、欧⽂文フォントを 
Segoe UI にデフォルト設定。�

2 � カラー�
⻩黄⾊色と⽔水⾊色の彩度度を落落とし、明るい印象を 
残したまま、落落ち着いた配⾊色設定。�

3 � ⾒見見本付き�
オブジェクトやテキストの実際の配置や 
デザインの⾒見見本⽤用スライドがあります。 



⽐比較ボックス�

Aについて�

l  SAMPLE 
–  A 

–  A 

Bについて�

l  SAMPLE 
–  B 

–  B�
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中表紙�
セクションの区切切りなどに�
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⾒見見本｜通常の箇条書きスタイル�

l 第１項⽬目のサンプル 
– 第２項⽬目のサンプル�

• 第３項⽬目のサンプル 

• 第３項⽬目のサンプル�

l 第１項⽬目のサンプル�
– 第２項⽬目のサンプル�

• 第３項⽬目のサンプル 

• 第３項⽬目のサンプル�
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⾒見見本｜オブジェクト�
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Sample �

Sample �

Sample �

Sample �

Sample �

Sample �



⾒見見本｜表�

素 材 � 器 具 � 結 果 �

素材01 � 器具X� 0.01% �
素材01 � 器具Y� 0.33% �

素材01 � 器具Z� 0.03% �
素材02 � 器具X� 0.95% �

素材02 � 器具Y� 0.22% �
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⾒見見本｜グラフ�

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

分類  1 分類  2 分類  3 分類  4 

SANPLE GRAPH �

系列列  1 系列列  2 系列列  3 
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最⾼高�



⾒見見本｜⽂文章の⾒見見せ⽅方の例例�
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⾒見見出しはこのような感じで�

本⽂文はこのような感じで書き、強調する時は 
太字にするか、下線を引くようにする�

l  箇条書きも同様にする 

l  特に重要な⽤用語には⾊色もつける 

l  ⽂文章はなるべく位置をそろえ、 
⾊色は⽔水⾊色と⻩黄⼟土⾊色を使いまわすように�

まとめはこのような感じで堂々と�


